豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成３０年５月号

色んな花が咲いていて、散歩が楽しい。もっと歩こう。今月も、連携室便りをお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成３０年５月８日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

講演１：「1+1=2。これは正解でしょうか？」　
山本尚先生　
講演２：「内視鏡検査を通して学んだ事とこれから」　関慶一先生　
共催：豊栄病院、MSD株式会社

●新しい先生二人の講演を企画しました。

５月の臨床検討会は、自己紹介を兼ねて、今後豊栄病院でやりたい医療や目指したい医療などの話をお二人にしていただく予定です。是非ご出席を検討ください。軽食がありますので、参加予定は天木まで。連休明けのトークセッション、楽しみです。以下、お二人の講演内容の抄録です。

講演１：　1+1=2。これは正解でしょうか？　

この度、豊栄病院にお世話になります内科の山本尚と申します。臨床検討会で自己紹介を兼ねて、これまでやってきたこと、経験したこと、そしてこれからこの病院で行っていきたいことをお話させていただく機会を与えて頂きましたので、しばしの時間を頂戴して、お話させていただきます。基本的にお話するのは、1+1=2　これは正解でしょうか。と言う、今まで幾多の大学院生に一貫してお話してきたことを、これまでの経験をまじえてお話したいと思っております。眠たくなったらそれで構いませんので、しばしの時間、我慢のほどよろしくお願いします（山本尚）。
講演２：内視鏡検査を通して学んだ事とこれから　これまで多くの内視鏡検査を行い、チーム力とリスクマネージメントの大切さを学びました。苦痛を伴う検査はしたくないのが人の本音です。また手技に伴う合併症の予防と対策は、医師のみでは達成できません。被験者へ常に優しく接することを第一義とし、適正で安全な医療を提供するためには医療者の有機的な連携が大切です。内視鏡を通して学んできた事を今後は大きな視野で生かしつつ、皆様と合力して当地の更なる医療の発展に寄与したいと思っています（関慶一）。
●看取りに対する「当院」の指針について
高齢多死社会が迫っているので、「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」が改定され、これに沿って「看取りに対する指針」を定めることが、病院に求められています。終末期の医療・ケアは本人の希望を尊重することが大切ですが、事前指示書が普及していないので、終末期になった時に本人の希望がわかりません。本人の意思を推定し本人にとって最善の方向を家族・友人等と一緒に考えてあげる必要がありますが、この過程を多職種による医療・ケアチームでやりなさいということになりました。決定の過程は文書で明示する必要があり、この情報に関して共有化が求められているので、今後かかりつけ医の先生や福祉施設等にも情報をお届けする患者さんが出てくると思われます。本人の意思の推定は大変です。だから、事前指示書は重要で、事前指示書の記入をサポートする外来の企画を考えています（センター長　柄澤良）。
●One of the Suggestive Cases (OSC；おすし)

今月もお休みです。誰か良いネタはないですか？
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編集：五十嵐川でワイルドウォーターのジャパンカップがありました。昔のカヌー仲間がボランティアでレスキューをしてました。彼も年取ったね。センター長柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784

